


 

 

 



　現在、聖和キャンパスの中には、関西学院大学、聖和大学、聖和短期大学が

存在し、学生を見ても所属の区別がつかない状況にあります。また、それぞれ

の教職員は、全てが初めてのことなので戸惑いには計り知れないものがありま

すが、日々、一つのキャンパスにつながるよう努力を重ねられています。 

　一方、学生達は、クラブや様々なイベントを通じて交流を図り、徐々に歩み

寄り始めてきたように感じます。聖和キャンパスは広いとは言えませんが、学

生達は学年を超えてボランティアやイベント企画の中でお互いを支え、葛藤も

経験しながら自己実現が可能な素晴らしいキャンパスであると言えます。 

　聖和キャンパスでは三つの大学が交わる場として、チャペルの果たす役割に

は大きいものがあります。チャペルの担当は、曜日によって関西学院大学と聖

和短期大学に分かれていますが、出席者はどちらでも自由というスタイルになっ

ています。特に、クラブ主催のチャペル時には、両大学の学生が共に賛美する

場として機能してきたことを嬉しく思います。120年の歴史を持つ関西学院大

学では、キリスト教主義の学校教員を育成することを視野に入れ、キリスト教

の理解と共に教員としての資質を高めることを今、まさに実現しようとしてい

ます。一方、聖和の先人の先生方は、異口同音に「キリスト教保育がやりたい」

という熱き想いを抱いてこられましたが、129年間保育者養成校と神学校とし

ての長い歴史があります。両大学の源流を辿れば、創設時のランバス先生親子

からつながってきたという長い歴史が存在し、それぞれ培ってきた貴重な伝統

を次世代の学生に伝えていくことが、我々教員の使命と心得ております。 

　特に、教員養成を目的とした教育学部では、人間力を養う上においてコミュ

ニケーション能力、協調性等が求められています。そのような意味からも所属

大学名に拘ることなく、同じキャンパス内の学生達がお互いを尊重しながら、

良い意味で先輩・後輩としての絆を深めることが、将来的に社会においてもつ

ながっていくことになるでしょう。 

　今後も聖和キャンパスが、キリスト教に基づいた教育理念を根底にもった教

育者を育成できることを感謝し、社会貢献ができますようお祈り致します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育学部准教授） 
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